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塩月 光夫発行人

健康と安全作業を積み重ね  築くゼロ災  みんなの誇り

　『
そ
う
で
あ
り
な
が
ら
そ
う
で
な
い
も
の
』

　
最
近
は
、O
J
T
に
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
と
耳
に

し
ま
す
。若
手
社
員
へ
の
教
え
方
が
間
違
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
悩
み
、考
え
込
ん
だ
り
す
る
こ
と
も

あ
る
み
た
い
で
す
。昔
み
た
い
に
、「
見
て
覚
え
ろ
！
」

の
時
代
で
は
な
い
み
た
い
で
す
ね
。ひ
と
昔
前
の「
鍛

え
る
」の
概
念
を
変
え
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
時
も

あ
り
ま
す
。そ
の
解
決
方
法
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、あ

る
本
か
ら「
そ
う
で
あ
り
な
が
ら
そ
う
で
な
い
も
の
」

の
考
え
方
を
知
り
ま
し
た
の
で
、二
つ
紹
介
し
ま
す
。

　『
師
匠
で
あ
り
な
が
ら
師
匠
で
な
く
な
る
』

　
そ
の
本
で
は
、弟
子
を
育
て
て
い
る
だ
け
の
師
匠

は
凡
庸
な
師
匠
で
あ
っ
て
、本
当
の
師
匠
は
自
分
が

弟
子
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
る
姿
勢
を
身
に
付
け
て
い

る
者
と
さ
れ
て
い
ま
す
。「
師
匠
で
あ
り
な
が
ら
師
匠

で
は
な
く
、弟
子
に
な
っ
て
い
る
の
が
最
高
の
師
匠
」

だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
そ
う
で
す
。様
々
な
こ
と
に
慣

れ
、教
え
る
立
場
と
な
っ
て
も
、固
定
概
念
を
壊
す
こ

と
や
初
心
に
帰
る
こ
と
、相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え

る
こ
と
が
大
切
だ
と
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　『
健
康
で
あ
り
な
が
ら
健
康
で
な
い
こ
と
』

　
食
べ
過
ぎ
飲
み
過
ぎ
る
と
、胃
が
こ
こ
に
あ
る
こ
と

（
満
腹
）を
感
じ
ら
れ
ま
す
。そ
れ
が
幸
せ
だ
と
も
感

じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。し
か
し
、胃
の
存
在
感

を
感
じ
る
こ
と
は
理
想
の
健
康
状
態
で
は
な
く
、胃

の
存
在
感
を
感
じ
ら
れ
な
い
こ
と
が
理
想
の
健
康
状

態
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
よ
う
で
す
。腹
八
分

目
、難
し
い
で
す
ね
。年
末
年
始
は
、胃
の
存
在
感
を

感
じ
る
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。毎
週
末
に
胃
の
存
在

感
を
感
じ
ら
れ
る
人
も
、毎
晩
、胃
の
存
在
感
を
感

じ
ら
れ
る
方
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。ど
う
ぞ

皆
様
、ご
自
愛
し
良
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。
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宮
崎
県
産
業
安
全
衛
生
大
会

　
令
和
３
年
度
宮
崎
県
産
業
安
全
衛
生
大

会
（
宮
崎
県
労
働
災
害
防
止
団
体
等
連
絡

協
議
会
主
催
）
は
11
月
11
日
、
宮
崎
市
佐

土
原
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
を
徹
底

し
、
時
間
を
短
縮
し
て
開
催
。
県
内
の
事

業
所
か
ら
２
２
４
人
が
参
加
し
、
労
働
災

害
の
絶
滅
と
、
安
全
で
健
康
・
快
適
な
職

場
づ
く
り
に
向
け
て
全
力
を
尽
く
す
こ
と

を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
こ
れ
ま
で
宮
崎
県
の
産
業
発
展

の
た
め
不
幸
に
し
て
労
災
事
故
で
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
祈
り
、
全
員
で

黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
後
、
建
設
業
労
働
災

害
防
止
協
会
興
梠
俊
茂
支
部
長
の
開
会
の

こ
と
ば
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
、
塩
月
光
夫
大
会

会
長
（
宮
崎
労
働
基
準
協
会
会
長
）
は
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
影
響
や
社
会
情
勢

に
触
れ
た
後
、「
本
県
に
お
け
る
死
亡
及

び
休
業
４
日
以
上
の
労
働
災
害
は
、
３
年

連
続
で
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
２

年
の
労
働
災
害
に
よ
る
死
傷
者
数
は
前
年

か
ら
大
幅
に
増
加
し
、
平
成
19
年
以
来
13

年
ぶ
り
に
１
５
０
０
人
を
超
え
る
憂
慮
す

べ
き
事
態
と
な
っ
て
お
り
、
改
め
て
安
全

衛
生
活
動
の
徹
底
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

『
安
全
と
健
康
の
確
保
は
全
て
に
優
先
す

る
課
題
』
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確

認
し
、
関
係
者
が
総
力
を
挙
げ
て
努
力
を

続
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
。
本
大
会
へ
の

参
加
を
契
機
に
、
職
場
の
安
全
衛
生
の
重

要
性
を
再
確
認
す
る
と
共
に
、
安
全
、
安

心
、
そ
し
て
快
適
な
職
場
づ
く
り
を
目
指

し
て
ご
尽
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
各
労
働
災
害
防
止
団
体
よ
り

推
薦
さ
れ
た
県
内
７
事
業
場
が
安
全
衛
生

優
良
事
業
場
と
し
て
表
彰
さ
れ
、
塩
月
大

会
会
長
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
賓
を
代
表
し
て
、
宮
崎
労
働
局
田
中

大
介
局
長
及
び
、
宮
崎
県
商
工
観
光
労
働

部
丸
山
裕
太
郎
次
長
よ
り
祝
辞
が
あ
り
ま

し
た
。
田
中
局
長
は
、
令
和
２
年
の
県
内

の
労
働
災
害
発
生
状
況
に
つ
い
て
、
死
亡

者
数
は
前
年
と
比
較
し
１
人
増
の
13
人
、

休
業
４
日
以
上
の
死
傷
者
数
も
１
５
７
６

人
で
、
前
年
と
比
較
し
全
国
平
均
を
上
回

る
6.3
％
増
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
同

局
の
平
成
30
年
度
を
初
年
度
と
し
た
５
箇

年
計
画
『
第
13
次
労
働
災
害
防
止
推
進
計

画
』
の
進
捗
状
況
を
説
明
。「
計
画
３
年

目
の
昨
年
は
、
残
念
な
が
ら
死
亡
者
数
・

死
傷
者
数
と
も
に
増
加
し
て
お
り
、
13
次

防
の
目
標
達
成
は
難
し
い
。
年
末
ま
で
の

優
良
事
業
場
７
社
表
彰

安全衛生優良事業場表彰を受賞された事業場の皆様

塩月 光夫
大会長

全員で大会宣言を確認

安
全
安
心
な
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
て

労
働
災
害
絶
滅
　
２
２
４
人
誓
う

51
日
間
、
こ
れ
以
上
の
死
亡
災
害
増
加
に

歯
止
め
を
か
け
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、「
増
加
傾
向
に
あ
る
転
倒
災
害
、

高
齢
者
の
災
害
へ
の
対
策
が
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
」
と
し
、
対
策
の
必
要
性

を
訴
え
ま
し
た
。
労
働
者
の
健
康
を
と
り

ま
く
状
況
で
は
、
職
業
性
疾
病
な
ど
昨
年

の
状
況
に
触
れ
、「
安
全
、
安
心
に
働
く

こ
と
が
で
き
る
職
場
環
境
の
実
現
に
向
け

労
働
災
害
の
防
止
、
健
康
確
保
へ
の
取
組

み
に
ご
協
力
を
」
と
要
請
。
働
き
方
改
革

関
連
の
相
談
・
支
援
に
つ
い
て
、
労
働
基

準
監
督
署
や
働
き
方
改
革
推
進
セ
ン
タ
ー

の
活
用
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
次
に
、
宮
崎
労
働
局
労
働
基
準
部
健
康

安
全
課
よ
り
、
大
幅
な
増
加
傾
向
に
あ
る

労
働
災
害
の
発
生
状
況
と
労
働
災
害
防

止
、
県
内
の
労
働
衛
生
の
現
状
、
石
綿
対

策
の
規
制
強
化
、
金
属
ア
ー
ク
溶
接
等
作

業
の
健
康
障
害
防
止
、
今
後
の
化
学
物
質

の
管
理
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
つ
ま
先
タ
ッ
チ
や
片
足
ス
ク

ワ
ッ
ド
な
ど
5
つ
の
動
作
の
繰
り
返
し
で

構
成
さ
れ
た
『
転
倒
予
防
体
操
』
が
実
演
さ

れ
ま
し
た
。

　
続
く
「
大
会
宣
言
」
で
は
、
来
場
者
全
員

が
起
立
。
建
設
荷
役
車
両
安
全
技
術
協
会
後

藤
健
治
支
部
長
が
大
会
宣
言
を
読
み
上
げ
、

全
員
で
承
認
し
ま
し
た
。

　
大
会
の
最
後
に
、
矢
野
俊
也
宮
崎
労
働
基

準
協
会
副
会
長
の
閉
会
の
こ
と
ば
で
閉
会
し

ま
し
た
。
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田中 大介
宮崎労働局長

丸山 裕太郎
宮崎県商工観光労働部次長

　宮崎労働局第13次労働災害防止推進計画は、「宮崎県内で働く一人ひとりがかけがえ

のない存在であり、それぞれの事業場において、一人の被災者も出さない」という基本理

念のもと、「死亡労働災害ゼロ」の実現を目指し、５か年計画の４年目を迎えている。

　しかしながら、宮崎県における死亡及び休業４日以上の労働災害は、３年連続で増加

している状況にある。さらに令和２年の労働災害による死傷者数は1,576人で、令和元年

から大幅に増加し、平成19年以来13年ぶりに1,500人を超える憂慮すべき事態となって

いる。

　この主な原因として、１つには、全業種で「転倒災害」が多発していること。２つ目は、60才

以上の高年齢者の労働災害が多発していること。３つ目は、新型コロナウィルス感染症に起

因する労働災害が増加していること。などがあげられる。

転倒災害の主な原因は、滑り、つまづき、踏み外しであることから、チェックリストを活

用した職場総点検の実施が有効である。

　また、高年齢者が安心・安全に働ける職場環境の実現に向けたリスクアセスメントの

実施、職場環境の改善、健康診断の実施、体力チェックの実施等が求められている。

　新型コロナウィルス感染の危険が続く中、企業を取り巻く環境には大変厳しいものが

あるが、情勢がいかに厳しくとも、「安全と健康確保は全てに優先する課題」である。

　本大会を契機に、参加者一人ひとりが原点に立ち返って、人命尊重の基本理念を再確認

し、安全で健康・快適な職場作りに向けて全力を尽くすことをここに誓う。

　右、宣言する。

大 会 宣 言

令和３年 11月 11 日

令和３年度宮崎県産業安全衛生大会

宮崎労働局労働基準部健康安全課による
「転倒予防体操」

51
日
間
、
こ
れ
以
上
の
死
亡
災
害
増
加
に

歯
止
め
を
か
け
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、「
増
加
傾
向
に
あ
る
転
倒
災
害
、

高
齢
者
の
災
害
へ
の
対
策
が
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
」
と
し
、
対
策
の
必
要
性

を
訴
え
ま
し
た
。
労
働
者
の
健
康
を
と
り

ま
く
状
況
で
は
、
職
業
性
疾
病
な
ど
昨
年

の
状
況
に
触
れ
、「
安
全
、
安
心
に
働
く

こ
と
が
で
き
る
職
場
環
境
の
実
現
に
向
け

労
働
災
害
の
防
止
、
健
康
確
保
へ
の
取
組

み
に
ご
協
力
を
」
と
要
請
。
働
き
方
改
革

関
連
の
相
談
・
支
援
に
つ
い
て
、
労
働
基

準
監
督
署
や
働
き
方
改
革
推
進
セ
ン
タ
ー

の
活
用
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　次
に
、
宮
崎
労
働
局
労
働
基
準
部
健
康

安
全
課
よ
り
、
大
幅
な
増
加
傾
向
に
あ
る

労
働
災
害
の
発
生
状
況
と
労
働
災
害
防

止
、
県
内
の
労
働
衛
生
の
現
状
、
石
綿
対

策
の
規
制
強
化
、
金
属
ア
ー
ク
溶
接
等
作

業
の
健
康
障
害
防
止
、
今
後
の
化
学
物
質

の
管
理
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
つ
ま
先
タ
ッ
チ
や
片
足
ス
ク

ワ
ッ
ド
な
ど
5
つ
の
動
作
の
繰
り
返
し
で

構
成
さ
れ
た
『
転
倒
予
防
体
操
』
が
実
演
さ

れ
ま
し
た
。

　続
く
「
大
会
宣
言
」
で
は
、
来
場
者
全
員

が
起
立
。
建
設
荷
役
車
両
安
全
技
術
協
会
後

藤
健
治
支
部
長
が
大
会
宣
言
を
読
み
上
げ
、

全
員
で
承
認
し
ま
し
た
。

　大
会
の
最
後
に
、
矢
野
俊
也
宮
崎
労
働
基

準
協
会
副
会
長
の
閉
会
の
こ
と
ば
で
閉
会
し

ま
し
た
。

宮崎県産業安全衛生大会長

株式会社　宮防

株式会社　修電舎

株式会社　トーエイ電設

春山建設工業　株式会社

有限会社　香妻運送

東九州プレカット事業協同組合

タイヨウ産業　株式会社

防水工事業

電気機械設備の製造
及び設置工事業

電気通信業

土木工事業

一般貨物運送業

木材加工業

建設機械修理・整備業

令和3年度

表彰事業場
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主唱：中央労働災害防止協会　後援：厚生労働省

12月 日12021年 4月 日302022年令和3年度

安全衛生教育促進運動
労働安全衛生法により

などが義務づけられています。雇入れ時教育 職長等教育 技能講習 特別教育

STOP
ストップ

労働災害

正しい知識で 職場を安全・健康に！

※

製造業における職長の能力向上
教育カリキュラムが策定されました！

すべての業種で、職長（班長・作業リーダー等）は
現場の安全衛生管理のキーパーソン的存在です。

定期的に知識・ノウハウをブラッシュアップしましょう。

製造業における職長の能力向上
教育カリキュラムが策定されました！

すべての業種で、職長（班長・作業リーダー等）は
現場の安全衛生管理のキーパーソン的存在です。

定期的に知識・ノウハウをブラッシュアップしましょう。

※新型コロナウイルス感染症の拡大を防止しながら、職場の安全と健康を守る取り組みを進め
　ることが求められています。教育に際しては、適切な感染予防対策を講じましょう。

　労働災害を防止するためには、雇入れ時教育、職長等教育、作業内容変更時教育、特別教育等を
徹底するとともに、安全推進者、化学物質管理者、産業保健スタッフ、管理職などに対する安全衛生
教育、情報機器作業従事者・管理者に対する労働衛生教育、職長等を含めた安全衛生業務従事者に
対する能力向上教育などを推進することが大変重要となります。
　「新たな生活様式」の下での教育研修の実施、オンライン研修の適切な利用などを通じ、計画的に
安全衛生教育を促進・支援することが大切です。

※効力発生日が「予定」とあるのは、法定の改正手続き（官報への公示等）中のためです。
効力発生日については、宮崎労働局労働基準部賃金室又は宮崎労働局のホームページ等で
ご確認ください。

時
間
額

円8 2 1宮崎県の最低賃金が
改正されました

ご存知ですか？　業務改善助成金（賃金引上げを支援する助成金）

スマホで確認！
宮崎労働局HP

  時間額

宮崎県部分肉・冷凍肉、肉加工品、
処理牛乳・乳飲料、乳製品製造業
最低賃金

宮崎県電子部品・デバイス・
電子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業最低賃金

宮崎県各種商品小売業最低賃金

宮崎県自動車(新車)小売業最低賃金

宮崎県最低賃金
（地域別最低賃金）

効力発生日

821円 令和3年

令和3年

令和3年

10月6日（水）

12月24日（金）

12月26日（日）

831円

858円

※予定

※予定
金
賃
低
最）
別
業
産
（定
特

左記最低賃金は、令和３年度の改正がありませ
んでした。このため、令和３年10月６日からは、
宮崎県最低賃金821円が適用されています。

左記最低賃金は、令和３年度の改正がありませ
んでした。このため、令和３年10月６日からは、
宮崎県最低賃金821円が適用されています。

28円
UP

TEL.0985-38-8836
宮崎労働局労働基準部賃金室最低賃金

お問合せ先 お問合せ▶▶▶宮崎労働局雇用環境・均等室 TEL.0985-38-8821
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令和3年 労災死亡者累計
令和３年１1月１1日現在宮崎労働局

署別 宮
崎

延
岡

都
城

日
南 計 前年

同期業種
製造業
建設業
運輸業
林　業
その他
計

1
4
3
2
3
13

1

2

3
1

1
2
3

3
9
4

1
5
3
1
1

15

1

1
11前年同期

宮崎労働局

13

令和３年11月11日現在

11月 土木工事業 墜落、転落 締固め用機械 50代 30年男

　被災者は、ローラー（締固め用機械）を前進で運転中、運転ミス等により深さ約3.5ｍ（法長369cm）の調整池に
ローラーごと墜落し、運転席から投げ出され死亡した。調整池には水がほとんど溜まっていなかった。

発生月番号 起因物事故の型業  種

災  害  の  概  要

性別 年齢 経験期間

12 10月 その他の建設業 はさまれ、
巻き込まれ 高所作業車 40代 10年男

　製鋼工場内のベルトコンベア架台（トラス構造）の補修工事において、被災者は高所作業車（最大能力22ｍ）の
バケットに搭乗し、バケット操作を行いながら架台フレームの塗装作業を行っていた。同僚が地上で片付け作業を
行っていたが、被災者の作業位置から「ガシャン」と音がしたため確認したところ、被災者がバケットの手すりと架台
フレームの間に胸部を挟まれていた。

発生月番号 起因物事故の型業  種

災  害  の  概  要

性別 年齢 経験期間

令和3年 死亡災害発生状況

全国産業安全衛生大会 in東京
たくさんのごさんかありがとうございました

　今年で80回目を迎えた全国産業安全衛生大会は、10月27日から29日までの3日間、東京国
際フォーラムで開催されました。今大会には、全国から多くの皆さまにご参加をいただき、誠
にありがとうございました。なお、11月30日（火）までオンライン配信（配信の申し込みは11
月29日まで詳細はこちら⇒http://fofa.jp/jishamg/c.p?52cMkwiORF）しています。

産
業
安
全
祈
願
祭

令和４年

宮崎支部

延岡支部

都城支部

日南支部

★ご案内及び申込書は、当協会HPに掲載しています。

1/7（金）午前８時50分集合
宮崎神宮（宮崎市）

1/7（金）午前10時50分集合
今山八幡宮（延岡市）

1/12（水）午前10時集合
神柱宮（都城市）

1/26（水）午前10時集合
鵜戸神宮（日南市）

　また、令和4年度の全国産業安全衛生大会は、10月19日（水）から21日（金）までの3日間、
福岡市で開催いたします。（中央労働災害防止協会）

ポスター・用品のお申し込みは労働基準協会各支部へどうぞ！
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会
社
に
突
然
、
宮
崎
労
働
基
準

協
会
の
担
当
者
の
方
よ
り
電
話
が

入
り
、
随
想
の
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。「
私
は
以
前
に
も
寄
稿
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
」
と
断
り
の

言
葉
を
発
し
た
の
で
す
が
、
お
声

を
掛
け
て
頂
く
こ
と
自
体
が
有
難

い
こ
と
と
考
え
を
改
め
「
お
受
け

い
た
し
ま
す
」
と
返
事
を
致
し
ま

し
た
。

　
た
だ
、
い
ざ
何
に
つ
い
て
書
こ

う
か
と
思
っ
た
時
、「
9
年
前
に
寄

稿
し
た
時
と
の
違
い
」
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
た
。
や
は
り
、
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
大
き
く
変
わ
っ
た

こ
と
で
す
。
外
部
で
の
会
議
や
総

会
が
全
く
無
く
な
り
、
書
類
に
よ

る
審
査
、
決
裁
に
変
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
れ
に
伴
う
懇
親
会
や
飲

み
会
も
無
く
な
り
ま
し
た
。
都
城

に
は
夜
の
社
交
場
の
牟
田
町
と
い

う
歓
楽
街
が
あ
り
ま
す
が
、
一
年

半
以
上
そ
の
牟
田
町
に
は
足
を
運

ん
で
い
ま
せ
ん
。
そ
の
分
、
暴
飲

暴
食
が
無
く
な
っ
て
健
康
的
な
生

活
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
次
に
思
う
の
が
、
会
議
や
研
修

が
リ
モ
ー
ト
と
な
り
、
同
じ
会
場

に
集
ま
ら
な
く
て
も
会
議
や
研
修

が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
こ
と
で
す
。

コ
ロ
ナ
以
前
の
会
議
は
、
我
が
社

で
も
遠
く
は
東
京
や
沖
縄
か
ら
時

間
と
経
費
を
使
い
移
動
し
て
会
議

に
臨
ん
で
い
ま
し
た
が
、
す
べ
て

の
会
議
が
リ
モ
ー
ト
と
な
り
、
時

間
と
経
費
の
削
減
に
貢
献
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　
私
の
仕
事
で
あ
る
、
安
全
教
育

や
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
お
い
て
も
、

本
年
4
月
の
1
ヶ
月
間
の
新
入
社

員
研
修
は
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を

し
っ
か
り
行
い
、
毎
日
心
配
し
な

が
ら
30
名
の
新
入
社
員
と
共
に
過

ご
し
ま
し
た
。
た
だ
、
現
在
は
、

リ
モ
ー
ト
で
の
特
別
教
育
や
社
員

研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
も
含
め
て
ス
ム
ー
ズ
に

遜
色
の
な
い
研
修
が
で
き
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
社
内
に
情
報
技
術

を
持
っ
た
素
晴
ら
し
い
ス
タ
ッ
フ

が
い
る
お
陰
で
あ
り
、
私
の
よ
う

な
情
報
技
術
に
疎
い
者
に
と
っ
て

は
難
し
い
課
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
、

そ
の
よ
う
な
技
術
も
身
に
付
け
て

克
服
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
れ
に
加
え
、
来
年
4

月
か
ら
法
律
の
改
正
に
よ
り
中
小

企
業
に
お
い
て
も
「
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
」
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
る
こ
と
を
前
提
に
「
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
員
一
種
」
資
格

の
試
験
（
な
ん
と
リ
モ
ー
ト
受
験
）

に
挑
戦
い
た
し
ま
し
た
。
パ
ソ
コ

ン
を
使
用
し
て
受
験
を
す
る
の
で

す
が
、
広
角
カ
メ
ラ
を
卓
上
に
置

き
、
室
内
と
手
元
、
顔
が
映
る
状

態
に
し
て
不
正
が
な
い
よ
う
に
監

視
さ
れ
な
が
ら
の
受
験
で
し
た
。

本
来
な
ら
福
岡
市
で
行
わ
れ
る
試

験
で
し
た
が
、
移
動
す
る
こ
と
な

く
自
宅
で
受
験
で
き
た
こ
と
に
驚

き
と
便
利
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　
こ
の
9
年
の
間
に
、
自
分
で
も

生
涯
で
一
番
真
剣
に
勉
強
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
国
家

資
格
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」

の
試
験
で
す
。
欧
米
の
心
理
学
の

博
士
達
の
キ
ャ
リ
ア
理
論
や
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
理
論
を
学
ぶ
と
共
に

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
技
法
を
体
験

し
な
が
ら
学
科
試
験
と
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
試
験
に
挑
戦
し
た
の
で
す

が
何
と
か
合
格
の
通
知
を
い
た
だ

き
、
社
員
研
修
や
外
部
講
師
の
仕

事
に
活
か
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
心
に
残
る
言
葉
が
、「
エ
ン

プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
」
で
す
。
訳

す
る
と
「
雇
用
さ
れ
る
能
力
」
で

す
。
労
働
者
は
自
ら
努
力
し
て
継

続
的
に
雇
用
し
て
も
ら
え
る
能
力

を
高
め
る
こ
と
の
大
事
さ
を
解
い

た
理
論
で
す
が
、
私
は
「
生
涯
現

役
で
働
き
続
け
る
能
力
」
と
意
味

づ
け
し
て
自
己
研
鑽
に
励
み
目
標

を
持
っ
て
こ
れ
か
ら
も
挑
戦
し
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
変
わ
っ
て
な
い
事
を

紹
介
致
し
ま
す
。
10
年
前
に
本
格

的
に
始
め
た
ゴ
ル
フ
で
す
が
、
ベ

ス
ト
ス
コ
ア
は
更
新
し
た
も
の
の
、

年
間
の
平
均
ス
ト
ロ
ー
ク
は
ほ
と

ん
ど
変
わ
っ
て
な
い
こ
と
で
す
。

ゴ
ル
フ
は
、
屋
外
で
少
人
数
で
行

う
ス
ポ
ー
ツ
で
、
コ
ン
ペ
を
除
い

て
同
伴
者
の
相
互
理
解
の
下
、
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
も
プ
レ
ー
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
同
伴
者
の
中
に
は
、

「
彼
方
は
発
散
す
る
所
が
あ
っ
て
良

い
わ
ね
」
と
コ
ロ
ナ
鬱
で
悩
む
奥

さ
ん
に
嫌
味
を
言
わ
れ
た
人
も
い

ま
す
が
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
の
見
本
と
い
う
こ
と
で
お
許
し

を
得
た
い
と
思
い
ま
す
。
少
し
自

慢
話
で
す
が
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

は
2
度
達
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
、
学
ん
だ
知
識
を
活
か
し
労

働
災
害
防
止
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

支
援
活
動
に
取
組
ん
で
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
　
ご
安
全
に

株
式
会
社
九
南
　 

安
全
品
質
管
理
部

総
合
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　
　
下
薗 

浩
二

変
わ
っ
た
も
の
変
わ
ら
な
い
も
の

株式会社九南
安全品質管理部総合アドバイザー

下薗 　浩二 さん

宮
崎
県
産
業
安
全
衛
生
大
会

　
令
和
３
年
度
宮
崎
県
産
業
安
全
衛
生
大

会
（
宮
崎
県
労
働
災
害
防
止
団
体
等
連
絡

協
議
会
主
催
）
は
11
月
11
日
、
宮
崎
市
佐

土
原
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
を
徹
底

し
、
時
間
を
短
縮
し
て
開
催
。
県
内
の
事

業
所
か
ら
２
２
４
人
が
参
加
し
、
労
働
災

害
の
絶
滅
と
、
安
全
で
健
康
・
快
適
な
職

場
づ
く
り
に
向
け
て
全
力
を
尽
く
す
こ
と

を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
こ
れ
ま
で
宮
崎
県
の
産
業
発
展

の
た
め
不
幸
に
し
て
労
災
事
故
で
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
祈
り
、
全
員
で

黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
後
、
建
設
業
労
働
災

害
防
止
協
会
興
梠
俊
茂
支
部
長
の
開
会
の

こ
と
ば
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
、
塩
月
光
夫
大
会

会
長
（
宮
崎
労
働
基
準
協
会
会
長
）
は
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
影
響
や
社
会
情
勢

に
触
れ
た
後
、「
本
県
に
お
け
る
死
亡
及

び
休
業
４
日
以
上
の
労
働
災
害
は
、
３
年

連
続
で
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
２

年
の
労
働
災
害
に
よ
る
死
傷
者
数
は
前
年

か
ら
大
幅
に
増
加
し
、
平
成
19
年
以
来
13

年
ぶ
り
に
１
５
０
０
人
を
超
え
る
憂
慮
す

べ
き
事
態
と
な
っ
て
お
り
、
改
め
て
安
全

衛
生
活
動
の
徹
底
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

『
安
全
と
健
康
の
確
保
は
全
て
に
優
先
す

る
課
題
』
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確

認
し
、
関
係
者
が
総
力
を
挙
げ
て
努
力
を

続
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
。
本
大
会
へ
の

参
加
を
契
機
に
、
職
場
の
安
全
衛
生
の
重

要
性
を
再
確
認
す
る
と
共
に
、
安
全
、
安

心
、
そ
し
て
快
適
な
職
場
づ
く
り
を
目
指

し
て
ご
尽
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
各
労
働
災
害
防
止
団
体
よ
り

推
薦
さ
れ
た
県
内
７
事
業
場
が
安
全
衛
生

優
良
事
業
場
と
し
て
表
彰
さ
れ
、
塩
月
大

会
会
長
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
賓
を
代
表
し
て
、
宮
崎
労
働
局
田
中

大
介
局
長
及
び
、
宮
崎
県
商
工
観
光
労
働

部
丸
山
裕
太
郎
次
長
よ
り
祝
辞
が
あ
り
ま

し
た
。
田
中
局
長
は
、
令
和
２
年
の
県
内

の
労
働
災
害
発
生
状
況
に
つ
い
て
、
死
亡

者
数
は
前
年
と
比
較
し
１
人
増
の
13
人
、

休
業
４
日
以
上
の
死
傷
者
数
も
１
５
７
６

人
で
、
前
年
と
比
較
し
全
国
平
均
を
上
回

る
6.3
％
増
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
同

局
の
平
成
30
年
度
を
初
年
度
と
し
た
５
箇

年
計
画
『
第
13
次
労
働
災
害
防
止
推
進
計

画
』
の
進
捗
状
況
を
説
明
。「
計
画
３
年

目
の
昨
年
は
、
残
念
な
が
ら
死
亡
者
数
・

死
傷
者
数
と
も
に
増
加
し
て
お
り
、
13
次

防
の
目
標
達
成
は
難
し
い
。
年
末
ま
で
の

優
良
事
業
場
７
社
表
彰

安全衛生優良事業場表彰を受賞された事業場の皆様

塩月 光夫
大会長

全員で大会宣言を確認

安
全
安
心
な
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
て

労
働
災
害
絶
滅
　
２
２
４
人
誓
う

51
日
間
、
こ
れ
以
上
の
死
亡
災
害
増
加
に

歯
止
め
を
か
け
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、「
増
加
傾
向
に
あ
る
転
倒
災
害
、

高
齢
者
の
災
害
へ
の
対
策
が
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
」
と
し
、
対
策
の
必
要
性

を
訴
え
ま
し
た
。
労
働
者
の
健
康
を
と
り

ま
く
状
況
で
は
、
職
業
性
疾
病
な
ど
昨
年

の
状
況
に
触
れ
、「
安
全
、
安
心
に
働
く

こ
と
が
で
き
る
職
場
環
境
の
実
現
に
向
け

労
働
災
害
の
防
止
、
健
康
確
保
へ
の
取
組

み
に
ご
協
力
を
」
と
要
請
。
働
き
方
改
革

関
連
の
相
談
・
支
援
に
つ
い
て
、
労
働
基

準
監
督
署
や
働
き
方
改
革
推
進
セ
ン
タ
ー

の
活
用
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
次
に
、
宮
崎
労
働
局
労
働
基
準
部
健
康

安
全
課
よ
り
、
大
幅
な
増
加
傾
向
に
あ
る

労
働
災
害
の
発
生
状
況
と
労
働
災
害
防

止
、
県
内
の
労
働
衛
生
の
現
状
、
石
綿
対

策
の
規
制
強
化
、
金
属
ア
ー
ク
溶
接
等
作

業
の
健
康
障
害
防
止
、
今
後
の
化
学
物
質

の
管
理
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
つ
ま
先
タ
ッ
チ
や
片
足
ス
ク

ワ
ッ
ド
な
ど
5
つ
の
動
作
の
繰
り
返
し
で

構
成
さ
れ
た
『
転
倒
予
防
体
操
』
が
実
演
さ

れ
ま
し
た
。

　
続
く
「
大
会
宣
言
」
で
は
、
来
場
者
全
員

が
起
立
。
建
設
荷
役
車
両
安
全
技
術
協
会
後

藤
健
治
支
部
長
が
大
会
宣
言
を
読
み
上
げ
、

全
員
で
承
認
し
ま
し
た
。

　
大
会
の
最
後
に
、
矢
野
俊
也
宮
崎
労
働
基

準
協
会
副
会
長
の
閉
会
の
こ
と
ば
で
閉
会
し

ま
し
た
。
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（免除）…以下の講習等の免除対象者についてはお問合せいただくか、宮崎労働基準協会HPでご確認ください。

講   習   名 受 講 料
（消費税込）

テキスト代
（消費税込）

担当支部 開　催　日 会　場

技
能
講
習

玉掛け
（吊上げ荷重１トン以上のレーンの玉掛作業）

 27,280   
（免除 25,190）

会員    550
一般 1,650

宮崎 12/16（木）～12/18（土）
（学科） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）
（実技） 矢野運輸㈱

都城 1 / 2 7（木）～1/30（日）
（学科） 都城地区建設業協会
（実技） 海晴機械（株）（北諸県郡三股町）

小型移動式クレーン
（つり上げ荷重１トン以上５トン未満の

小型移動式クレーンの運転業務）

34,540
（免除 32,120）

会員    605
一般 1,705 宮崎 1 2 / 9（木）～12/11（土）

（学科） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）
（実技） 矢野運輸㈱

プレス機械
11,440 会員    440

一般 1,540 宮崎 12/13（月）～12/14（火） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

★受講資格として、プレス機械作業の業務従事歴証明（事業主の証明）等が必要です。詳しくはお問い合わせいただくか、HP でご確認ください。

普通第一種
圧力容器取扱

11,440 会員 1,324
一般 2,424 宮崎 1 2 / 2（木）～12/3（金） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

特定化学物質及び
四アルキル鉛等

11,440 会員    880
一般 1,980

宮崎 1 / 2 5（火）～1/26（水） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

延岡 12/15（水）～12/16（木） 延岡市職業訓練支援センター

★法改正によりアーク溶接作業では屋内・屋外を問わず当講習を修了した者の中から「特定化学物質作業主任者」の選任が必要になりました。

酸素欠乏・
硫化水素危険 17,160 会員 1,210

一般 2,310 延岡 1 / 1 2（水）～1/14（金）
（学科） 延岡市職業訓練支援センター
（実技）

有機溶剤 11,440 会員    660
一般 1,760 都城 1 2 / 2（木）～12/3（金） 都城地区建設業協会

ボイラー実技講習 14,960 会員  無　料
一般 1,151 宮崎 1 / 2 7（木）～1/29（土）

（学科） 宮崎労働基準協会講習会場（宮崎市）
（実技） 協同紙工㈱（東諸県郡国富町）

特
別
教
育

クレーン運転業務
（つり上げ荷重５トン未満）

会員 11,550
一般 14,630 1,705 延岡 1 / 2 6（水） ～1/27（木）

（学科） 日向地区中小企業支援機構
（実技）

アーク溶接等業務 会員 17,270
一般 20,350 1,100 宮崎 ※ 1 / 2 0（木） ～1/22（土）

（学科） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）
（実技） ポリテクセンター宮崎

そ
の
他

改正育児・介護休業法説明会
及び受動喫煙防止セミナー

（ご案内は、11 月号 P.5 掲載）
無　料 宮崎 1 2 / 7（火） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

外国人技能実習制度
関係者養成講習

（詳細は、11 月号 P. ６掲載）
（注）全基連 WEB 受付のみ

【技能実習責任者講習】　1/12（水）　11,500 円
【技能実習指導員講習】　1/13（木）　10,500 円
【生活指導員講習】　　　1/14（金）　  9,500 円
★申込締切日　12/7（火）　★振込締切日　12/14（火）

宮崎県トラック協会 総合研修会館2階
（宮崎市恒久1丁目7-21）
（注）会場へのお問い合わせはご遠慮ください。

　

講習のご案内講習のご案内
12 1 月分

講習のお申込み・お問合せは、本部・宮崎支部 までお願いします。

宮崎基準協会

「受講申込書」はホームページから
印刷(ExcelまたはPDF形式)できます

・「技能講習」等の受講申込書に、自動車運転免許証等の写しの貼付が必要です。
・テキストの送付を希望される場合は、送料を負担していただきます。
・受講料、テキスト代は消費税込みの金額です。原則として、開催日の５日前までにご入金ください。
・（現金での支払い…本部・宮崎支部窓口、現金書留…担当支部宛、振込み…担当支部口座）

但し、※印の講習（主に高校生対象）を受講希望の方については、担当支部にお問合せの上、お申し込みください。

作
業
主
任
者

講
習

実
技

★定員に達しました

★定員に達しました

★定員に達しました

講習会の申込み・問合せ先等
宮崎労働基準協会本部・宮崎・日南支部

延岡支部

■

■
■

申込受付期限等■
宮崎市祇園3丁目1番地 矢野産業祇園ビル〒880-0024

TEL.0985-25-1853  FAX.0985-28-9080
TEL.0982-34-5538  FAX.0982-21-0117

都城支部 TEL.0986-24-5603  FAX.0986-24-5618

申込みの受付けは、開催日の1か月前から開始します。土日・祝日に当たる場合は翌
営業日となります。また、申込みの締切りは、開催日の2営業日前までです。郵送の場
合は開催日の2営業日前までに必着となります。定員に達している場合は、キャンセル待ち
をご案内します。


